
進路アンケートの実施で、小・中学部の保護者の皆さんから質問が多かったのが「必要な知識、情報をど

こから得たらよいのか」というものでした。「障がい者のためのくらしとしおり」は秋田市障がい福祉課で無料

配布している冊子です。障害者手帳の交付から、障害福祉サービス、手当や年金、教育・就労、事業所一覧、

くらしに役立つ情報などを網羅しています。 
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卒業生ならびに保護者の皆さま、ご卒業おめでとうございます。これからの新しい生活が充実したものになることを期待

しております。社会へ羽ばたく皆さん、進級される皆さんの新たな生活にむけて、生活に関係する制度やサービス情報、進

路アンケート Q＆A、小学部ＰＴＡの様子をまとめましたので、ぜひご覧ください。 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

令和７年度版  
「障がい者のためのくらしのしおり」 

障害福祉サービス事業所・障害者支援施設 一覧 
令和６年１２月１日現在 

秋田市内の事業所が自ら入力しているもので、所在地、定員や就労作業内容、送迎や食事提供の有無、

自己負担金など、より具体的に記載されています。秋田市で年１回とりまとめて掲載しています。市のＨＰには

令和６年１２月１日現在の情報が掲載されています。「障がい者のためのくらしのしおり」に掲載されている事

業所・施設一覧の詳細版です。 



 

進路アンケートより Q＆A（一部抜粋）、アンケート

結果 

 

 

Ｑ 小学部のうちに準備しておくことは？ 

Ａ 福祉サービスの利用を検討している場合、相談支援事業所との連携が必要になります。 

指定相談支援事業所一覧（秋田市障がい福祉課）で事業所を確認しておくとよいと思います。 

Q 進路選択の進め方は？ 

A 中学部から作業学習や進路学習が始まります。具体的な進路選択は高等部からです。 

様々な進路学習を積み重ね、面談等で希望を聞き取りながらよりよい進路選択を考えていきます。 

Ｑ 卒業後、相談したいときは、どこに・誰に？ 

A 一般就労の場合は、障害者就業・生活支援センター（ナカポツ）に登録します。 

仕事や生活の悩みの相談に応じてくれたり状況に応じて他機関と連携したりします。福祉的就労の場合 

は、相談支援員の方が該当します。学校でもナカポツ等関係機関と連携しながら追指導を行っています。 

◇ 中学部在学中に身に付けてほしいこと【上位】（保護者の願い） 

・社会性、他者との関わり、集団行動、コミュニケーション力 

・身の回りのこと、身だしなみ、排せつ  ・自分の意見や気持ちを伝える  ・挨拶、返事、言葉遣い 

◇ 高等部在学中に身に付けてほしいこと【上位】（保護者の願い） 

・コミュニケーション力  ・挨拶、返事、礼儀  ・身の回りのことは自分でできる    

・気持ちの切り替え、素直さなど   

小学部 PTA の様子 ～高等部見学～  ２月１９日

（木） 

 

 

総合サービス科の家政科の学習を参観しました。飲食提供業務に関わる実践力向上のため、接客技術の学習

に取り組んでいる生徒たちに、「静かに、集中して取り組んでいて感心した」「同じ学校だけど初めて見て知った」

という感想が聞かれました。来年度も高等部の見学を計画予定です。 

 今年度は、特に後期において感染症や熊対策を講じながらの現場実習となり、保護者の皆様におかれましては、

その都度急な変更にご対応いただきました。ご協力ありがとうございました。 

中学部の進路学習や高等部の職業科において卒業生が働く企業や福祉サービス事業所の見学を充実させるこ

とができました。また、保護者対象の施設見学も各学部で実施することができました。実際に、見て知る経験を今後

の進路学習等につなげていきたいと思います。 

  次年度もより進路学習が充実したものになるように努めていきます。一年間ありがとうございました。 

                                                                       進路指導主事 伊藤 俊彦 


